



























育においても ICT 教育環境の整備は急務であり、そのためにも PC 必携化は、その一歩であると考えられる。




めに、自分専用のノート PC、タブレット PC を大学に持参して活用されることが望まれる。ただし、経




　教員養成大学においては、十分な ICT 活用能力を有する人材を育てること、ICT を活用した先進的講義
手法により教育力を強化すること、各種配布物や提出物のペーパーレス化を推進することなどが求められ
る。そのために学生が個人用 PC を使用し、大学としても無線 LAN などの環境を整備し、PC を利用した
授業のための学習環境の整備が必要である。また PC 必携化には、経済的理由により PC を購入できない
学生に対する支援制度の創設、PC を活用した授業の充実を行わなければならない。これまで演習室等での
PC の整備に充てた財源を学生の支援に充てるなどして、学生への教育の質の向上、サービスの向上を図る
べき時であるように思う。さらに COC （Center of Community）事業や教育実習でもより効果的に活かす
ことができる。オンライン教材による講義の受講、学内システムに接続しての反転学習ができるようにな
れば、さらに他大学との授業連携も可能になる。特に東北地方は、少子化や都市への人口集中の進み方が
著しいく、ネット上の連携によるスケールメリットは大きく、多様な授業や学習の機会を与えてくれる。
－ 1 －
